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機器構成 

本体装置・付属品 一覧 

 

 (図-1) 

 

本体前面 

 

 

・右ＬＥＤ(POW/DATA) 

 本体を PCに接続して電源スイッチをオンすると、点

滅し始めます。 

 装置動作中、連続点灯します。 

 

・左ＬＥＤ(USB) 

 PCに所定のドライバーがインストールされていて通

信可能な状態にあるとき、電源オンした後、3秒位緑

色で点滅します。 

 PCへのデータ送信中、赤色に一時点灯します。 

 

・電源スイッチ 

・ジャック 

 

 

(図-2) 

 

 

・ターミナル（赤） 

 通常、不関電極を接続します。3Ｖパルスの(＋)側です。 

・ターミナル（黒） 

 通常、関電極を接続します。3Ｖパルスの(－)側です。 

 ※関電極と不関電極を逆接続しても測定できます。その方が正しく測定できるという見解があるようです。 
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本位背面 

 

 

 

(図-4) 

 

USB(A タイプ)と USB(mini-B)のケープルを使います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図-3) 

 

 

 

 

関電極 

 

 
(図-5)  関電極 

本体上部の黒い凸部が読取ボタン 

 
(図-6  持ち方 

 

人さし指で読取ボタンを押し

ます。  
(図-7) ゲルシート 

 

電極部(図左)は、内径 6mm透明アクリルパイプ内に金メッキした真鍮製丸棒が固定されています。 

丸棒先端面に、厚さ 1mm直径 6mmのゲルシート(直径 6mm)を張り付けて使用します。 

ピンセットは、その貼り付け作業に使用します。 

ゲルシート 1枚で 2～3人測定できます。 

ゲルシートは消耗品です。 
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不関電極 手首用 

 

 

 

 

手首に固定する電極です。 

クリップ内側の金属板に少量のゲル剤を付けて使います。 

 

 

 

 

 

 

 (図-8) 

 

 

 

不関電極 足首用 

 

通常、足首に固定する電極です。 

手首が太く上記本来の手首用では小さい被検者は手首に

使ってください。 

 

クリップ内側の金属板に少量の導電ゲル剤を塗って使いま

す。 

 

 

(図-9) 

 

 

不関電極用 ゲル剤 

 

不関電極の通電をよくするために電極の金属面に塗付します。 

市販のマッサージ用ゲルです。 

この品種に限らず水溶性で測定作業中、吸収されず皮膚面に定着するものならよいと思い

ます。 

 

＜市販品の例＞ 

http://www.iwata-tenjindou.co.jp/erepasygel.htm 

 

 

 

 

(図-10) 
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簡易経絡測定（Ａ－ＢＩ）システムファイル 

通常、CD-Rディスクで提供しています。 

※インストーラはありません。¥A-BI フォルダー全体を PCの任意ドライブ(D:¥など)にコピーしてください。 

 

メインフォルダー サブフォルダー 

¥A-BI 

( システムプログラム関係 ) 

AMI_FT.EXE 

AMI_FT.INI 

AMI_FT.PRJ 

ARAGOWQS.DLL 

ARGEXT.DLL 

ARGIMM32.DLL 

ARGMCI32.DLL 

ARGNET32.DLL 

ARGRUN.DLL 

ARGUT16.DLL 

ARGUT32.DLL 

CCtrl.dll 

 

 

¥DATA 

AMIDATA.DBF … 測定値が保存されるデータファイル 

 

¥固定 

CALC.STRU 

VOL_1-2.JPG 

上半身前面.jpg 

上半身背面.jpg 

井穴 24.DBF 

井穴名 6.DBF 

井穴図横 YX24.DBF 

井穴手足.jpg 

井穴手足 YX.DBF 

井穴手足逆.jpg 

井穴横 24.JPG 

井穴横自 24.JPG 

手平.jpg 

手甲.jpg 

経絡と症状.DBF 

経絡流注.DBF 

経絡相関.STRU 

虚実疾患.DBF 

要穴図座標.DBF 

設定 N.DBF 

足.jpg 

陰陽 6経.DBF 

陰陽 6経.STRU 

集計 12経 N.STRU 

¥DOC 

システム説明書.PDF 

 

¥CDM2.08.30WHQL Certified 

(USB通信ドライバ。Windows7以前の 32bit版 PC用) 

CDM 2 08 30 Release Info.rtf 

CDM v2.08.30 WHQL Certified.exe 

http://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm  … 最新ドライバ入手先 

 

  

http://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm
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 利用可能なパソコン(PC) 

 

WindowsXP ,Vista,7、Windows8.1で動作確認しています。 

Windows10.0は未確認。 

USBポートを使用します。モニタ画面は、1024×768 ドット以上必要です。 

同一 PCに、本装置と、上記同一 USB通信ドライバを使用する他の装置とを同時に接続して利用することはできません。 

 

ソフトウェァのセットアップ 

システムファイルをパソコンにコピー 

 インストーラ（プログラムをインストールするソフトウェア）はありません。 

 上記システムファイルの「A-BI」フォルダーを、 そのまま PC内のの任意ドライブにコピーして下さい。 

 (例えば、C:¥A-BI、D:¥A-BI となるように。) 

 コピー先 ¥A-BI フォルダー内の A-BI.EXE を起動すれば、プログラムが起動します。 

 デスクトップ画面に、A-BI.EXEのショートカットを作成しておくとよいでしょう。 

（¥A-BIフォルダーを開いて、A-BI.EXEを右クリックしながら、デスクトップ画面にドラッグ&ドロップして「ショートカットを

作成」を選択する。) 

 

USB 通信ドライバーのインストール 

※本体装置は、PCへのドライバーインストールが終了するまで、接続してはいけません。 

Windows7を例に説明します。 

 「CDM 2.08.30 WHQL Certified」フォルダー内の CDM v2.08.30 WHQL Certified.exe を画面指示に

従って実行してください。 

 

 

実行開始画面 

指示にしたがつて実行する。 

終了すると再起動が要求されるので、

再起動する。 

 

 

 

 

 

(図-11) 
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Communication Port 番号の確認 

 

 測定装置を USBケープルで PCに接続して電源スイッチを ON してください。 

 

 

 

すると、左右 2つの LEDが点滅しはじめて、Communication 

Port番号(COM番号)が決まります。 

 

3秒ほどすると、左側 LEDは消燈します。 

 

 

 

(図-12) 

 

 

 

 

 COM番号を、次の手順で読み取ってください。 

 

・Windows7の操作と表示例 

コントロールパネル → デバイスマネージャ 

USB Serial PortCOM?) の番号です。 

この例では、「COM4」です。 

 

 

 

 

 

 

 

(図-13) 
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 測定装置への COM番号の登録 

¥A-BI フォルダー内の A-BI.EXE を起動してください。 

 

 
(図-14) 

 

設定 → COM番号設定 

 

全ページの例の場合、「COM4」と入力して「登録」をクリック 

してください。 

 

 

 

(図-15) 
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システム・フログラムの解説 

A-BI.EXE メインメニュー 

 
(図-16) 

 

▽各処理実行中のキー操作（共通事項） 

本システムは Arago for windows で開発しています。 

入力画面では、以下の操作が便利です。 

・入力欄が複数並んでいるとき、[Enter]で次の入力欄に移動でき、[Shift]+{Tab]で戻せます。 

・ボタンが並んでいるとき、[Tab]移動し、[スペース]で選択できます。 

・多くの場面で[Esc]で、フログラムを中止できます。 

(終了の仕方が分からなくなったときなど、押してください。) 

 

メニューバーの処理 

 

 (図-17) 

 

設定 

  (図-18) 

 

COM番号設定 

 (図-18) 
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表示設定 

 
(図-20) 

 

[表示]/「印刷」機能の円形グラフ、棒グラフ類の表示条件を設定する画面です。 

各グラフのプロット位置が、表示領域からはみ出したり、変化が小さすぎたりする場合、調整してください。 
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回路調整 

 

(図-21) 

この画面では、BP・IQ=500~600位であることを確認してください。 

 

 

(図-22) 

 

 
 

(図-23) 
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*1 「読み取り可能レベルオーバー」 *2 読み取りデジタル値の表示 

 

 
(図-24) 

棒グラフの先端が△になります。 

 

 
 (図-25) 

 

「BP_D:」「IQ_D: 」が読み取りデジタル値です。 

900程度以上になると、左のようにレベルオーパーで処理でき

なくなります。 

 

②基準電圧 VOLを大きく(右まわし)すると、数値が小さくなり

ます。 

図-509参照。 

数値が小さければレベルオーバーになる惧れがありません

が、読み取り精度が低下します。 

 

 

デバイスマネージャ 

 

 

 

ここからでもデバイスマネージャを起動できます。測定装置が動作し

なくなったときの設定確認用です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図-26) 
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補助 

(図-27) 

測定データの修正 

 
(図-28) 

測定データ別名保存 

(図-29) 

過去の測定データが¥A-BI フォルダー内に表示ファイル名で保存されます。 

USB メモリ等に転送してバックアップしておくとよいでしよう。DBFファイルなので EXCEL等でも開くことができます。 
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測定データ手動登録 

 

 

他のパソコンで測定出力された印刷チャートの測定値を目で読み取り、この画

面で手作業で登録すれば、自分のパソコンで、表示・印刷することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図-30) 

 

 

経絡と症状の編集 

 
(図-31) 

印刷チャートを被検者に配布する場合は、ご自分の流儀で書き換えてください。 
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ヘルプ 

(図-32) 

 

システム説明書 PDF 

本説明書の PDF文書です。印刷できます。 

 

経絡測定研究会サイト 

インターネット接続している場合、経絡測定研究会の WEBサイトを表示しま 
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メインメニューのプログラム 

 
(図-33) 

測定 

開始画面 

 
(図-34) 

登録項目 

 

 

測定値と共に保存される情報です。 

 

「測定開始」前に、氏名と備考を自由に入力してください。 

氏名の前に「001」のように被検者毎に付与した ID番号を先頭に入力してお

くと、後述の「履歴」表示で同一被検者が並ぶので便利です。 

 

(図-35) 
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●印刷例 

チャート印刷時、氏名と備考 1が下図のように印刷されます。 

(図-36) 

「図逆転」機能 

 

 

 

・「図逆転」を実行すると、手足の

画像の向きが反転します。 

自分自身を測定する際に利用しま

す。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

(図-37) 

 

 

 

「測定開始」後の画面 

 

 

[ ←]キーで測定点がひとつ戻りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図-38) 
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全ポイント測定し終わると・・・ 

 

・［登録］ 

 測定データが登録されます。 

 

・［戻る］ 

 最後のポイントを再測定します。 

 

・［中止］ 

 測定データを登録しないで処理を中止します。 

 

(図-39) 
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表示印刷 

 

 (図-40) 

・被検者データと、出力する図表の種類を選択してください。 
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【表示】／【印刷】 

 
(図-41) 

棒グラフ目盛の最大値、異常表示「>」の表記条件等は、「表示設定」画面(P.21/32)で設定します。 
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(図-42) 
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【経絡の変調と症状の研究】 

 (図-43) 

 

(図-44) 
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【鍼灸取穴参考図】 

 (図-45) 

この画面は、脾経に注目(選択)した場合の一例で、他の経絡との相互関係を示しています。 

例えば、脾経への刺激は、相生関係で肺経をより実にし、逆転経絡の心経を刺激すると、今度は脾経がさらに実になる可

能性があるということが分かります。 

【主要穴虚実反映図】 

 (図-46) 

各種記号★★◇□の経穴と皮膚上の反応点等とを照合することも、診断に役立ちます。 
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【要穴位置図】 

 (図-47) 

取穴の参考にしてください。 
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履歴 

 (図-48) 

氏名の前に ID コードが付いていると、その番号順に表示されます。 

IDが付いてない場合は、同一氏名が連続するように並びますが、読みとは無関係な順番に表示されます。 

上の画面で「0010」を選択すると、下の画面表示になります。 

 (図-49) 

この画面で、「0010」→「前回」→「0020」→「最新」とクリックすると、次のように表示されます。 
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(図-50) 
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校正 

 (図-51) 

この画面は、全情報を表示するとすぐ消えます。 

情報を表示中に[CRTL]キーを押すと、表示画面を印刷することができます。 

測定値の異常など、トラブルの際に画面情報を報告してください。 

 

測定作業開始前に 1回以上実行してください。 

 

環境温度等に応じた測定換算値を自動設定します。 

 

被検者 1人につき１回ずつ実行することが理想ですが、継続して何人も測定する場合、午前中１回、午後 1回というように

実行すれば OKです。 

 

数値は故障の際の診断用に表示しています。読み取る必要はありません。 

 

 

終了 

ほとんどどの画面でも、［終了］をクリックする代わりに、[ESC]でも終了できます。 
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測定環境 

測定室の環境 

本システムは、商用電源 100Vのラインから混入するノイズを受けてご動作することがあります。 

本体装置とＰＣ、および接続されたコード類は、他の電気機器やそれらの電源コードとはなるべく離して配置してくださ

い。 

ノートパソコンを使用している場合は、測定中、電源コードを外してバッテリー駆動するのがベストです。 

被検者の姿勢 

 
(図-52) 

 

被検者にはこんな姿勢で座ってもらうのがよいでしょう。 

(図-53) 

テーブルの上で手を開いてもらいます。 

(図-54) 

被検者の指が隣の指と密着していたら、両者を離して関電

極を測定ポイントに当てます。 

このとき、検者の指が電流の導体にならないよう指サックを

付けることお勧めします。 

機器接続 

 

測定装置本体は PC とUSBケープル

で接続します。 

測定装置本体に、関電極、不関電極

を接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図-55) 
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被検者との接続方法 

通常、不関電極は両手または両足のどちらが一方に固定します。同一被検者の測定中、変更してはいけません。 

不関電極を両手に固定する場合 

 

不関電極は手首の平らな皮膚面(例えば「外関」あたり)に固定します。 

不関電極の場合は、電極の金属面にゲル剤を少量の塗布してから皮膚に固

定します。 

 

 

 

(図-56) 

 

不関電極を両足に固定する場合 

 

 

不関電極は、足首の平らな皮膚面(例えば「三陰交」あたり)に固定します。 

不関電極の場合は、電極の金属面にゲル剤を少量塗布してから皮膚に固定し

ます。 

 

 

(図-57) 

 

配線上の注意点 

 

電極やスイッチのコード同士を絡ませたり、人体上でコードを引きまわしたりし

ないてください。 

(コード間または人体間の静電容量により BP値が変化してしまいます。) 

 

気になる場合は、実測前に測定実験で確認すればよいでしょう。 

 

 

 

(図-58) 
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関電極のセット 

 

 

(図-59) 

関電極本体 

 

(図-60) 

ゲルシート貼付前 

 

(図-61) 

ゲルシート貼付後 

 

ゲルシートは、円形片を 1枚ずつ剥がして、真鍮棒の端面に貼り付けます。 

金属面やゲルシートの貼り付け面に、ゴミや油が付着すると剥がれやすくなるので、貼り付け面は指で触れないで貼り付けま

す。 

張り付けた後、ゲルシートの外面を手の皮膚面に押しつけてみて、剥がれないことを確認してください。 

 

ゲルシートは、最初柔らかく透明ですが、日にちが経過するとくすんで硬くなってきます。 

透明でも早めに交換してください。 

 

測定練習に使うなら、ゲルシートの皮膚側の面に少量のゲル剤を塗れば、充分測定できます。 
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測定作業の手順 

パソコン接続・電源 

 

測定装置本体をパソコン接続し、電源スイッチをオンする。 

  → LED(POW/DATA)ランプが点滅開始し、少し遅れて、左 LED(USB)が 3秒間

程度点滅する。 

 

  

※USB通信ドライバー(P.7/34)がインストールされてないと、LED(USB)は点滅しませ

ん。 

(図-62) 

 

 

プログラムを起動 

簡易経絡測定システム（A-BI）を起動してください。 

 
(図-63) 

回路調整 

・[設定] → [回路調整] 

P.12/34参照。 

また、測定開始後、「読み取り可能レベルオーバー」(P.0 図 0)になったときに測定を一旦中止し、再実行してください。 

※「COMx 通信エラー」と表示される場合は、COM番号の登録(P.0)を実行してください。 

 

校正 

・[校正] 

測定作業を始める前に(午前・午後各 1回、少なくとも 1日 1回)実行してください。 

P.28/34参照。 

 

氏名・備考入力 

 ※氏名の前に、事前に決めた被検者の ID番号を入力しておくと、[履歴]表示の際に好都合です。 

自分自身の測定のときは「図逆転」。(P.17/34) 

順次測定 

点滅表示される井穴を順番に測定する 

測定中、[ ←]または[ →] で測定ポイントのバック、[shift]で測定中止できます。(P.18/34) 
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被検者の体質によっては、24 ポイントを順次測定中、読み取り数値が「読取可能レベルオーバー」になって、グ

ラフ表示が正しく表示されなくなることがあります。(P.0 図-0) 

この測定実験では、井穴画像上に赤/水色の点滅で指示されるポイントは無視して構いません。 

被検者の手足の任意井穴、また井穴から離れた任意地点、数点に関電極を当て測定してください。 

読み取りデジタル値が、例えば 800 以上と大きいポイントがあった場合は、「読み取り可能レベルオーバー」にな

る惧れがあります。 

その場合は、回路調整で基準電圧を上げてください。(P.12/34) 

 

チャート表示・印刷 

P.0参照。 

～測定練習～ 

本項目は、被検者の本番測定の前に、ぜひ自分自身の手足で測定練習してくださいというお話しです。 

 

経絡測定を正確に行うには、測定練習をしてコツをつかむ必要があります。 

また、室内環境(電気機器や電源配線の密集場所等)によっては電気的ノイズで測定値が不安定になることがあります。 

ノイズの有無は、次のような実験で確認してください。 

 

 

測定練習や測定実験は、通常の「測定」画面で行います。 

 

通常の「測定」画面では、測定ポイント(井穴位置)が赤/水色で点滅します。 

しかし、この練習・実験時には、指示されたポイント位置は無視してください。 

関電極は、任意井穴に当てたり、井穴以外の任意地点に当てたり、さらに、どこにも

当てず開放状態にしたりして、 

 

測定値を読み取ってください。 

 

(図-64) 

 

任意地点で複数回測定するのは、同一井穴ばかり測定すると、電流刺激により経絡自体が変調して測定値も変化するの

で、操作の違いで変化したのか実際の変化なのか判別できないからです。 

 

 

井穴や任意地点の皮膚上で、各ポイントでほぼ一定値が読みれるように、操作練習してくださ

い。 

関電極をなるべく一定圧で皮膚に当て、3秒以上経過してから読み取ると、比較的安定するよ

うです。 

被検者は、関電極先端のゲルシートの粘り気をわずかに感じる程度がよいようです。何も感じ

ない場合は、ゲルシートが劣化しているかもしれません。交換するか、ゲル剤を少量塗ってく

ださい。 

関電極を開放して読み取ると、低い数値が表示されます。低い数値全体がノイズではありませ

んが、変動が大きい場合、ノイズが多い室内環境であると推測できます。 

 

測定画面は、1画面で 24ポイント測定すると登録されてしまうので、途中で[ → ](通常画像

時)または[←](逆転画像時)キーで、バックしてください。 

 

(図-65) 
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【更新履歴】 

 

2016.03.30 装置名「経絡読取装置」「A-AMI」→「簡易経絡読取装置」「A-BI」に変更。 プログラム改造。 
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